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区政報告
ニュース

７
月
25
日
、
共
産
党
区
議
団

は
、
西
川
区
長
あ
て
の
「
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
の
緊
急
申
し

入
れ
」
を
五
味
総
務
企
画
部
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

今
夏
の
記
録
的
猛
暑
は
、
気

象
庁
が
緊
急
記
者
会
見
で
「
１

つ
の
災
害
」
と
指
摘
し
た
よ
う

に
異
常
な
暑
さ
と
な
り
各
地
で

深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
る
方
が
、
全
国
で

１
週
間
で
２
万
人
を
超
え
、
65

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
も
、
７
月
に
入
っ
て

43
人
が
搬
送
さ
れ
３
人
が
重
篤

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
搬
送
患
者
の
内
半
数
が

65
歳
以
上
。
そ
の
中
に
は
、
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
な
い
、

あ
っ
て
も
使
っ
て

な
か
っ
た
な
ど
の

事
例
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
夏

季
の
子
ど
も
た
ち

の
屋
外
活
動
の
中
で
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
猛
暑
は
多

少
和
ら
ぐ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

例
年
以
上
の
高
温
が
続
く
と
の

予
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
区
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
、
従
来
の
対
策

に
加
え
て
、
緊
急
に
以
下
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

町屋事務所のメールアド

レスを変更しました。

kouji.office@gmail.com

です…

※8月の法律相談

はお休みします

次回は９月３日
(お急ぎの場合ご連絡下さい)

７
月
17
日
、
炎
天
下
の
区
役
所
前
の

荒
川
公
園
に
大
型
バ
ス
が
次
々
に
到
着
。

そ
の
バ
ス
が
一
台
ず
つ
本
庁
舎
１
階
の

玄
関
前
を
通
っ
て
移
動
し
、
乗
客
を
降

ろ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
友
好
交

流
都
市
、
中
国
の
大
連
市
（
中
山
区
）

か
ら
児
童
、
引
率
教
員
、
保
護
者
な
ど

約
５
５
０
名
が
荒
川
区
を
訪
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
午
前
中
に
瑞
光
小

や
四
峡
小
な
ど
９
校
と
交
流
、
午
後
は
、

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
で
尾
久
八
幡
中
の
吹

奏
楽
部
、
七
中
ダ
ン
ス
部
の
歓
迎
演
奏
、

大
連
市
の
小
中
学
生
に
よ
る
歌
と
ダ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
文
化
交
流
が
行
わ
れ
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
市
民
レ
ベ
ル
や
子

ど
も
た
ち
の
交
流
は
大
事
で
す
。
相
互

理
解
を
進
め
る
大
事
な
一
歩
に
な
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
横
山
幸
次
）

裏面 震災・災害に対

する地域の備え…など

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。お急ぎの場合は、北千住法律事

務所の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４

不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

【
申
し
入
れ
項
目
】

１
、
緊
急
に
全
庁
あ
げ
て
実
態
の
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
各
所
管
課
ご
と
の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
。

２
、
東
京
電
力
に
滞
納
な
ど
の
理
由
で
機
械
的
な
電

力
供
給
停
止
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
。

３
、
あ
ら
た
め
て
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
周
知
徹
底

す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
高
齢
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、

各
戸
訪
問
な
ど
も
含
め
て
声
掛
け
な
ど
実
施
す
る
た

め
の
対
策
を
行
う
こ
と
。

４
、
生
活
保
護
世
帯
、
低
所
得
世
帯
へ
の
以
下
の
緊

急
支
援
を
行
う
こ
と

①
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
電
気
代
を
気
に
し
て
使
用

し
な
い
事
例
も
あ
り
、
電
気
代
補
助
な
ど
も
緊
急
に

検
討
実
施
す
る
こ
と
。

②
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、
①
の
緊
急
対
策
と

と
も
に
国
に
対
し
夏
季
加
算
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
。

③
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
世
帯
に
つ
い
て
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
器
具
貸
与
を
実
施
す
る
こ
と
。

④
生
活
保
護
世
帯
に
は
７
月
か
ら
４
月
以
降
の
受
給

者
や
転
居
に
限
っ
て
エ
ア
コ
ン
購
入
支
給
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
必
要
な
全
世
帯
に
区
独
自

で
緊
急
に
拡
大
実
施
す
る
こ
と
。

⑤
生
活
保
護
の
高
齢
者
担
当
に
つ
い
て
、
緊
急
訪
問

を
行
い
必
要
な
対
策
を
お
こ
な
う
こ
と

４
、
小
中
学
校
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
に
こ
に
こ
ス
ク
ー

ル
、
保
育
園
な
ど
の
プ
ー
ル
も
含
め
た
夏
季
屋
外
活

動
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
を
最
優
先
し
て
対
応

す
る
こ
と
。

５
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の
プ
ー

ル
の
利
用
に
つ
い
て
も
水
温
と
の
関
係
で
熱
中
症
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
喚
起
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど

お
こ
な
う
こ
と
。

福島県相馬市で生活保護・低所得世帯に
エアコン設置補助

相馬市は、生活保護受給者と65歳以上の高齢者が

いる住民税非課税世帯を対象に、エアコンの購入・

設置費を補助することを決めました。国は、7月から

新規の生活保護世帯に設置費用を支給します。今回

相馬市は、それ以外の生活保護利用者や低所得高齢

者世帯にエアコン設置補助を実施したものです。

五味総務企画部長に申入書を手渡す

☆上は、並んだバスの車列、下は、一台ずつ大

連市から来たみなさんが下車しサンパールへ



主
要
生
活
道
路
・
豊
島
通
り
の
拡

幅
事
業
は
、
現
在
進
捗
率
36
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
住
宅
・
生
活
・

生
業
の
再
建
を
し
っ
か
り
支
援
す
る

た
め
の
施
策
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
、

公
的
な
住
宅
の
確
保
と
い
う
取
り
組

み
が
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
定
拡
幅
が
進
み
建
て
替
わ
っ
た

建
物
の
わ
き
に
細
長
い
「
豊
島
通
り

防
災
ス
ポ
ッ
ト
」
が
で
き
て
い
ま
す
。

二
つ
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
の
一
つ
は

か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
も
う
一
つ
は
荷
物

を
格
納
で
き
る
も
の
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
初
期
消
火
や
救
助
活
動
の

空
間
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ほ
ん
の
小
さ

な
空
間
で
も
こ
の
地
域
に
で
き
る
と
、

な
ん
と
な
く
「
安
心
」
を
感
じ
ま
す
。

同
時
に
、
ど
ん
な
に
拡
幅
し
緊
急

時
の
避
難
路
や
緊
急
車
両
の
通
行
を

確
保
し
よ
う
と
し
て
も
電
柱
が
道
路

に
は
み
出
て
、
電
線
が
頭
上
に
覆
い

か
ぶ
さ
っ
た
ま
ま
で
は
、
安
全
の
確

保
に
大
き
な
リ
ス
ク

が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
豊
島
通
り
を
思

い
切
っ
て
生
活
主
要

道
路
の
電
柱
地
中
化

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
事
業
化
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

公
的
年
金
の
積
立
金
と
日
銀

が
株
式
市
場
に
大
量
の
資
金
を

投
入
し
た
結
果
、
３
月
末
時
点

で
、
東
京
証
券
取
引
所
一
部
上

場
企
業
２
０
６
４
社
の
う
ち
少

な
く
と
も
７
１
０
社

で
公
的
マ
ネ
ー
が

「
筆
頭
株
主
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
の
推
計
で

分
か
り
ま
し
た
。
中

身
は
、
公
的
年
金
を

運
用
す
る
年
金
積
立

金
、
日
銀
が
保
有
す

る
株
価
指
数
連
動
型

上
場
投
資
信
託
の
二

つ
で
す
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
が
そ
の
筆
頭
で
す
。
公
金

で
株
価
を
操
作
す
る
禁
じ
手
を

使
っ
て
き
た
の
が
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
。
そ
の
破
綻
は
す
で
に

明
瞭
で
す
。

屋外の飼い主のいない猫を増やさないためには不妊・去勢手術

が必要です。荒川のボランティア団体の協力で、６年間で1900匹

の不妊去勢手術が行われています。

こうした団体は、地域から不幸な猫をなくそうと地域猫の捕獲、

避妊・去勢活動を行っています。荒川区の避妊去勢助成がありま

すが、餌代、病気の検査・入院・治療、ノミダニの駆除など、ボ

ランティアのみなさんの

金銭的負担もたいへんで

す。

また、地域猫のことだ

けでなく、沢山の猫と暮

らすご高齢のご家庭のお

掃除をしたり、逃げ出し

た家猫の捕獲をしたりな

どなど…。

今回ボランティア団体

の方々が子猫の譲渡会を

開催します（左チラシ）。

☆８月４日（土）

１３時～１５時３０分

☆会場は喫茶店 白鳥

（都電荒川線三ノ輪橋駅）

来年度も小学校は隣接学区選択（汐入、汐入東除く）、

中学校は自由選択で実施について文教子育て委員会に報

告がありました。受入可能数で変わるのは、諏訪台中が

1クラス分増で5クラス166人だけです。（10月31日希望校

締切、12月5日6日 公開抽選、来年1月10日発表）

区教育委員会は、多くの保護者が支持しているから

「学校選択制」を続けるといっています。

しかしそれとは別に客観的に問題点を洗い出して必要

な見直しを行っていくことが大事です。杉並区は、以前

学校自由選択制にしていましたが、コミュニティの問題

や風評によって変動するなどでメリットを洗い出して、

廃止しました。その中で学区域外の学校に行く理由がはっ

きりしている場合は認めるとしています。

荒川区の場合も、学校選択制で増えた場合普通教室を

確保するため特別教室や多目的室など転用してきた経緯

もあります。教育環境整備にはやはり大きな問題がある

と思います。全面的な検証と見直しを求めました。


